
平成 30年度 中学校教育研究協議会御案内

平成 30年 4月 吉 日

ご あ い き つ

春爛漫の季節を迎え、先生方におかれましては、益々ビ盛況のこととお慶び申し上げます。ま

た、日頃から本校の教育実践や研究に対し、格別のご理解とご協力を賜 り、ここに厚く御礼申し上

げます。

本校では、平成 27年度から平成 29年度の 3年間の先行研究「社会を主体的に生き抜くことが

できる生徒の育成」の中で、「指導と評価の一体化」を図つた確実な学習の成果の積み重ねが、生

徒の「主体的な学びJの実現へとつながり、その鍵となるのが各教科等の特質に応 じた「見方・考
え方」であることを見いだしました。

平成 33年度新学習指導要領の全面実施に備えて、主に各教科等による学習指導法の改善を研究

することとしました。そのため、新学習指導要領が目指す方向性を含めて、改訂の経緯やその背景
についての検討を行い、教科等の特性に応じた「見方 考え方」を働かせた学習指導の工夫に焦点
を当て、実践いたしました。中学校教育研究協議会では、各教科等の特性を踏まえた研究の成果を

発表いたします。
つきましては、是非ご来校いただき、ご意見・ ご指導を賜りたくご案内申し上げます。

埼玉大学教育学部附属中学校長  道 工  勇

平成 30年度 中学校教育研究協議会開催要項
1 研究主題

新学習指導要領に基づく学習指導法の改善
―教科等の特性に応じた「見方・考え方Jを4JIかせた学習指導の工夫―

2 期  日  平成 30年 5月 29日 (火)・ 5月 30日 (水 )

3 会  場  埼玉大学教育学部附属中学校  〒3860021 さいたま市南区別所 425
月蔓言舌  048-862-2214    FAX  048-865-6484

4 趣  旨  上記主題のもとに実践上の諸問題について提案,および研究協議をする。
5 主  催  埼玉大学教育学部附属中学校
6 後  援  埼玉県教育委員会 さいたま市教育委員会 埼玉県連合教育研究会

埼玉県中学校長会 さいたま市中学校長会 埼玉県市町村教育委員会連合会
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※教科等分科会等には講演会も含みます。



8 教科等研究授業 研究協議 (分科会 )

第 1日  5月 29日 (火 )
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第 2日  5月 30日 (水 )
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9備 本研究協議会は,教義指第 868号 (平成 29年 12月 22日 付)により,埼玉県教育

委員会の後援承認済みです。

・本研究協議会は,教学指 1第 9927号 (平成 29年 12月 27日 付)に より, さいた

ま市教育委員会の後援承認済みです。

11月しL
・当日,受付にて一人あたり資料代及び参加費として 2,000円 いただきます。

(県 内公立小中学校初任者は資料代及び参加費をいただきません。)

・両日の研究協議の内容につきまして,

本校のホームページ (ア ドレス http://v■ lv jhs saitama u ac jp/)に 掲載
いたします。ぜひ御覧ください。

会 場 案 内 図
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‐
玉大学教育学部附月 中学校

さいたま市南 区月1所 425
TEL 048-862-2214

FAX 048-865-6484

<F AX 048‐ 865‐6484>

埼玉大学教育学部附属中学校 宛

研究協議会に参加 します。 平成 30年

所属名 学校名 人表者 ご方名

5月 29日 (火 ) 5月 30日 (水 )

教 科 等 芳 名 教 科 等 芳 名

※粋が足 りない場合は用紙をコピーしてお使いください.


